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　設定来の基準価額の推移
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※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.628％（税抜1.48％）の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 9,801 円

 純資産総額 131.2 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲2.02% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － ▲1.99%

参考指数 6.20% 　　 － 　　 － 　　 － 　　 － 5.57%

※基準価額は1万口当たりです。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。また、参考指数の設定来騰落率は、

設定日前営業日の終値との比較です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※配当込みTOPIX（以下、「東証株価指数（TOPIX）（配当込み）」といいます。）の指数値及び東証株価指数

（TOPIX）（配当込み）に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の

知的財産です。

設定来合計 －　円

　最近5期の分配金の推移

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

株式 94.9% 

(内国内株式） (94.9%)

(内先物） (0.0%)

短期金融商品その他 5.1% 

98.7% 

組入銘柄数 39銘柄 

マザーファンド組入比率

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンド組入比率を除く）。
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　ジャパン・クリエイティブコンテンツ関連株マザーファンドの状況（1）

　組入上位10銘柄

銘柄名 業種 比率 銘柄概要

1 ソニーグループ 電気機器 6.2%

電子製品メーカー。電子製品を製造・販売し、関連ソリューションを提
供する。テレビ、カメラ、携帯電話、オーディオ・ビデオ製品、ゲーム機
器などを製造。ゲーム制作、映画制作、音楽制作、その他の事業も手
掛ける。

2 任天堂 その他製品 6.1%
ビデオゲームメーカー。家庭用レジャー機器の開発、製造、販売を手
掛ける。家庭用のビデオゲームハードウェアおよびソフトウェア製品
を製造する。世界各地で製品を販売。

3 バンダイナムコホールディングス その他製品 4.8%
エンターテインメント・コンテンツ会社。ネットワークコンテンツおよび
ホームビデオゲームの企画、開発、販売などのサービスを提供する。
玩具、カード、食品、衣料品、雑貨、プラモデル、その他製品も製造。

4 東映アニメーション 情報・通信業 4.6%
劇場用およびテレビ用アニメの制作と販売を行う。同社は他社への
映像権や商品化権などの版権の販売、さらにアニメキャラクターを
活用したイベントも展開する。

5 コナミグループ 情報・通信業 4.6%

デジタルエンターテインメントおよびゲーム製品の開発会社。テレビ
ゲーム、モバイルゲーム、コンピューターゲームなどの製品を制作す
る。ヘルスクラブ、フィットネスクラブ、ゲーム機器やフィットネス機器
なども手掛ける。

6 サンリオ 卸売業 4.5%

キャラクターを利用したギフト商品・あいさつ状・文房具の企画およ
び販売を行う。また、書籍および雑誌の編集や、映画製作もする。子
会社を通じて、レストランやテーマパークの運営も営む。そのほかレ
ストラン経営、ロボットの賃貸、自動車等の賃貸、飲食業、損害補償代
理業務を行う。

7 サイバーエージェント サービス業 4.4%

ブログメディア「Ａｍｅｂａ」を運営。同社のウェブサイトを媒体とした
広告枠の販売などの広告代理事業を展開する。また、サイバーエー
ジェントは外国為替取引専門サイトの運営やインターネット関連企業
への投資も行う。

8 東宝 情報・通信業 4.3%
映画の製作および配給を行う。同社は、キャラクターグッズの販売や
洋画の配給、演劇場運営、また、都市部を中心に直営映画館の運営
も行う。

9 日本テレビホールディングス 情報・通信業 3.8%
全国ネットでテレビ番組を取材および制作、放送。デジタル衛星放送
も行う。また、出版物発行や音楽会・美術展主催などのエンターテイ
ンメント事業も営む。同社は読売新聞の系列会社。

10 カプコン 情報・通信業 3.7%
家庭用ゲーム機器向けのソフトウェアを開発。業務用ゲーム機器の開
発および製造、販売、賃貸も行う。またアミューズメント施設の運営
も行う。

※比率は、ジャパン・クリエイティブコンテンツ関連株マザーファンドの純資産総額に対する組入比率です。
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　ジャパン・クリエイティブコンテンツ関連株マザーファンドの状況（2）

　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

10月の国内株式市場は続伸しました。月初は下げて始まりましたが、高市氏が自民党総裁に選出されたことを受けて、高市氏の経済政策

である「サナエノミクス」に対する期待感が高まり、株価は大きく上昇しました。連立政権から公明党が離脱したことで政治不透明感が高まり、

中旬にかけて株価は下落しましたが、自民党と日本維新の会の連立政権合意で高市新政権が発足するという見方が強まると、不透明感は

後退し、株価は再び上昇に転じました。ハイテク株を中心とした米国株の上昇も影響し、日経平均株価は節目の5万円を突破しました。高市

新政権の支持率が高いこと、日米首脳会談が無事終了したこと、国内企業の7-9月期決算発表が総じて順調な出だしとなったことなどから、

月末にかけても上昇が続きました。

＜運用経過＞

当ファンドの運用は、「ジャパン・クリエイティブコンテンツ関連株マザーファンド（以下マザーファンド）」を通じて行っております。

マザーファンドの運用につきましては、9月26日の設定後、流動性の高い大型株を中心に積極的な買い付けを実施しました。一方、流動性

の低い銘柄については、市場への影響を考慮しながら段階的に組入比率を引き上げた結果、10月初旬にポートフォリオの構築を完了しまし

た。ポートフォリオの構築にあたっては、コンテンツの認知力・ブランド力や海外展開力を重視しつつ、ファンダメンタルズやバリュエーション

も勘案して銘柄選定および投資比率の決定を行いました。特に、ファン層が厚く競争優位性の高いコンテンツを保有するアニメ関連株や、成

長余地の大きい海外市場への展開が先行しているゲーム株を積極的に組み入れました。

10月の当ファンドのパフォーマンスは、参考指数に対して大きく劣後いたしました。10月は、ＡＩの開発競争からの恩恵が期待される半導

体関連株や電線株、高市新政権が進める政策からの恩恵が期待される防衛関連株や造船関連株が集中的に物色されて株価指数が押し上

げられましたが、当ファンドが主に投資対象としているコンテンツ関連株は物色圏外となったことが主因と受け止めております。一方で、コ

ンテンツ関連株の業績は堅調であり、中長期的な企業価値の向上余地に変化はないと考えています。今後も、短期的な市場変動に左右され

ることなく、ファンダメンタルズとバリュエーションの両面から選別的な投資を継続してまいります。

この間、基準価額に対しては、ゲーム株やVTuber関連株がプラスに寄与した一方、メディア関連株やテーマパーク株がマイナスに影響し

ました。

＜今後の運用方針＞

今後の国内株式市場は高値圏で推移すると予想します。日米関税交渉の妥結や米国の利下げを受けて、国内の景気や企業業績への懸念

は後退しました。日銀が保有する上場投資信託（ETF）の処分案が決定したことに加えて、高市新政権の発足を受けて政治不透明感が後退

したことから、投資家にとって日本株投資を手控えなければならない理由は大幅に減少したと見ています。既往の上昇ペースが速いことか

ら株価の割高感や過熱感には一定の配慮が必要でしょうが、引き続き日本株の強さを過小評価すべきではないと考えます。

当ファンドの運用は、マザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきましては、アニメ、ゲーム、キャラクター、音楽、

映像などのコンテンツや、関連するブランド、ライセンス、ノウハウなどの知的財産を保有する企業や、コンテンツビジネスに関わる企業の中

から、事業環境、業績動向、バリュエーション等を総合的に勘案して、組入銘柄や投資比率を選定します。

今後の運用につきましては、足元で発表が本格化している7-9月期の決算内容を精査し、成長スピードが加速している銘柄や、悪材料が

出尽くした銘柄の買い付けを進める一方で、来期業績の成長スピードが鈍化すると判断される銘柄については、売却を検討してまいります。

足元では、政治や外交などの大きなイベントや、これに関連するテーマに注目が集まっています。しかし、こうした一時的な影響が落ち着け

ば、本来の成長力を評価する流れが戻り、コンテンツ関連株への関心も再び高まると考えています。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

　組入上位10業種

業種 比率

1 情報・通信業 49.9% 

2 その他製品 14.4% 

3 サービス業 10.4% 

4 電気機器 7.2% 

5 卸売業 6.8% 

6 機械 6.5% 

7 陸運業 0.9% 

8 　　　　　　 　－ －%

9 　　　　　　 　－ －%

10 　　　　　　 　－ －%
※比率は、ジャパン・クリエイティブコンテンツ関連株マザーファンドの

純資産総額に対する組入比率です。
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　ファンド情報

設　定　日 2025年9月26日

償　還　日 2046年2月9日

決　算　日 毎年2月12日および8月12日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三菱UFJ信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）
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日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

三津井証券株式会社 北陸財務局長（金商）第14号 ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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